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FAX

源
平
が
と
も
に
飛
び
交
う
蛍
か
な  

　

蛍
と
言
え
ば
『
源
氏
蛍
』
と
『
平
家
蛍
』
が
代
表

的
。
夏
の
夜
に
乱
舞
す
る
蛍
を
戦
に
重
ね
て
、
蛍
合

戦
と
も
。
掲
句
は
夏
の
夜
の
小
さ
な
ロ
マ
ン
を
偲
び
、

平
穏
な
、
今
の
蛍
の
生
態
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

今
月
の
キ
ラ
リ

　

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
選
者
の
添
削
を
不
要
と
す
る
方
は
添
削
不

要
と
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　
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広
報
委
員
会

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
10
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
を
卒
業
す
れ
ば
学

士
（
教
養
）
の
学
位
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
応
募
締
切
】

第
１
回

８
月
31
日
（
土
）

第
２
回

９
月
20
日
（
金
）

【
授
業
科
目
】

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど

約
300
科
目

【
授
業
料
】

半
年
間
の
放
送
授
業
１
科
目
に

つ
き
１
万
１
千
円

※

半
年
間
だ
け
の
在
学
可

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
・
８
４
３
・
４
８
６
４

あ
な
た
の
作
品
が

カ
レ
ン
ダ
ー
に
！

　

12
月
４
日
～
10
日
の
人
権
週

間
に
先
立
ち
、
人
権
ポ
ス
タ

ー
・
毛
筆
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
、
人
権
週
間
中

に
中
央
公
民
館
で
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
優
秀
作
品
は
来
年
の

じ
ん
け
ん
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載

す
る
予
定
で
す
。

【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
学
の

小
・
中
学
生

【
テ
ー
マ
】

人
間
の
自
由
や
平
等
の
大
切
さ
、

命
の
尊
さ
、
お
互
い
を
認
め
尊

重
し
あ
う
大
切
さ

【
応
募
締
切
】

９
月
13
日
（
金
）
必
着

【
作
品
規
格
】

◆
ポ
ス
タ
ー

①
用
紙
＝
画
用
紙
八
つ
切
り

（
約
27
㌢×

38
㌢
）※

縦
横
自
由

②
彩
色
・
画
材
＝
自
由

◆
毛
筆

①
用
紙
＝
書
道
半
紙

②
文
字
＝
自
由
（
テ
ー
マ
に
あ
っ

た
も
の
）

【
記
載
必
要
事
項
】

学
校
名
・
学
年
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
・
住
所
・
電
話
番
号

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー  

☎
53

・

２
６
３
１

募　　　　

集

香
南
香
美
老
人
ホ
ー
ム
組
合

職
員
募
集

【
勤
務
場
所
】

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
宝
荘

（
香
南
市
野
市
町
母
代
寺
）

◆
養
護
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

白
寿
荘
（
香
北
町
永
野
）

【
職
種
・
受
験
資
格
】

◆
介
護
職
員
（
若
干
名
）

　

介
護
福
祉
士
資
格
を
有
す
る

方
（
取
得
見
込
み
含
む
）

◆
看
護
職
員
（
若
干
名
）

　

正
看
護
師
資
格
を
有
す
る
方

※

令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
予
定

【
試
験
日
】

１
次
試
験
＝
10
月
20
日
（
日
）

※

２
次
試
験
の
日
時
は
、
１
次
試
験

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

【
応
募
締
切
】
９
月
19
日
（
木
）

※

郵
送
の
場
合
は
、
９
月
19
日
必
着

【
必
要
書
類
】

願
書
・
履
歴
書
・
受
験
資
格
を

証
明
す
る
も
の

【
願
書
配
布
場
所
】

三
宝
荘
・
白
寿
荘
・
香
美
市
健

康
介
護
支
援
課
の
窓
口
で
受
け

取
る
か
、
香
南
香
美
老
人
ホ
ー

ム
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　

h
ttp

s://k
o
n
a
n
-k

a
m

i.jp
/

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

三
宝
荘
庶
務
課
☎
56
・
０
１
８
１

　　　　 

　　　　　
　　

　【公営住宅 ※２人世帯まで】

　黒土2号団地A棟（土佐山田）２階１戸（1LDK）

　ラ・メゾン桜（土佐山田）２階１戸（1LDK）

　【公営住宅 ※２人世帯以上】

　黒土2号団地A棟（土佐山田）３階１戸（3DK）

　黒土2号団地C棟（土佐山田）１階２戸（3DK）

　中央1号団地（土佐山田）１戸（3DK）

　【公営住宅】

　北村団地（物部）１階１戸（3LDK）

　【特定公共賃貸住宅】

　上町第2団地（香北）２階１戸（3DK）

　【応募資格】※この他にも資格要件があります。

　・同居しようとする親族があること

　　（単身入居要件あり）

　・市税等の滞納のない方

　・持ち家のない方

　【受付期間】

　８月１3日（火）～ １6日（金）

 　※申込書は８月１日（木）からお渡しします。

 　　申込後、入居者選考委員会を経て公開抽選で入

　　 居者を決定します。

   【家賃】

　・公営住宅の家賃は、入居者数・所得等に

　　より決まります。特定公共賃貸住宅は定

　　額となります。

　　　　　 随時募集について

　　定時募集で入居者が決まらなかった住宅

　は、受付順にて随時募集を行っています。

　【問い合わせ先】

　管財課市営住宅管理班　☎５３－３１１３

　香北支所　 　　　　 　 ☎５９－２３１１

　物部支所　　　　　　　☎５８－３１１１

市営住宅入居者募集

第２回定時

人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

人 

K
E
N 

あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん

ＨＰ

７月号掲載の『香美市市民大学』講師紹介において、杉本昌隆さん（将棋棋士七段）と
紹介しましたが、正しくは八段でしたのでお詫びして訂正いたします。

１４Kami


